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去る６月３日、青森市「東奥日報新町ビル」において、
令和７年度青森県在宅保健師の会総会並びに研修会を開催
し41名の会員が出席しました。
総会では、新井山洋子会長の挨拶のあと、来賓の青森県
がん・生活習慣病対策課課長の山田淑子様から「会員の皆
様には、日頃より保健福祉活動の推進に尽力いただき、心
より感謝している。県では昨年度『第三次青森県健康増進
計画』をスタートさせた。この計画を踏まえて、今年度は
高血圧症に着目して『クリニカルイナーシャ』を減らすた
めのキャンペーンなどさまざま事業を展開することとして
いる。会員の皆様には、今後も引き続き県民の健康増進の
ためご協力いただきたい」との祝辞をいただきました。
続いて、青森県国民健康保険団体連合会常務理事の舛甚
悟様（代読：事務局長　長内るみ様）からは「青森県在宅
保健師の会の皆様には、地域住民の健康の保持・増進に寄
与していただき、また、国保連合会が実施する健康づくり
事業への多大なご協力に感謝している。これからも現役世
代への知の伝承の意味も含め、会員の皆様にはご協力をお
願いしたい」と祝辞をいただきました。
議事では八嶋昭子会員（七戸町）を議長に選任し議案審
議に入り、提出された令和６年度事業報告・決算、令和７
年度事業計画・予算（案）については、全て原案どおり承
認されました。
最後に、役員の交替について報告後、新旧役員から挨拶
をいただき閉会しました。

令和７年度事業計画
（具体的事項）

１．総　会（６月３日）
２．役員会（４月、７月、11月、３月）
３．在宅保健師等会連絡会議
⑴　東北地方在宅保健師等会連絡会議
� （12月４日：Ｗｅｂ開催）
⑵　都道府県在宅保健師等会全国連絡会（未定）
４．各種研修会等の開催及び案内
⑴　総会時研修（６月３日）
⑵　在宅・現職保健師保健所ブロック別交流会・研
修会（共催）（９月～10月）

⑶　関係機関（県・国保連合会等）開（共）催研修
５．地域の保健・福祉活動支援事業　５団体
６．広報活動
⑴　会報の発行　年３回（８月、12月、３月）
⑵　ホームページの更新
７．会員近況アンケートの実施（隔年実施）
８．県・市町村・国保連合会等からの要請事業等への
支援・協力
⑴　保健師の人材育成への支援
⑵　小規模保険者支援事業
� 　三戸町（10月８日～10月10日）
⑶　青森県保健協力員会等連絡協議会
⑷　各種委員の委嘱、各種事業等
⑸　その他
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ブルガリアのヴァルナにて開催された第21回
International Festival of Red Cross and Health 
Films国際赤十字・健康映画祭において、映画「じょっ
ぱり―看護の人花田ミキ」（監督：五十嵐匠）が、赤十
字特別賞を受賞しました。今回は110か国から2,000本以
上の映画がエントリーされました。以下、受賞理由の一
部を紹介します。

本作は、花田ミキさんが直面した数々の困難や挑
戦を、繊細に描かれた歴史的背景の中でたどってい
き、日本社会の奥深さと多層性を鮮やかに浮かび上
がらせます。人間の持つ力が、いかに複雑で硬直し
た官僚制度さえも乗り越え、人々のためにそれを動
かすことができるかが描かれています。花田ミキさ
んの優しさと信念は、観る者に『自分も誰かのために
役に立ちたい』『善くありたい』という想いを残し、

総会には、その時その時の事情で出席できなかった
ことが多く、今回は久しぶりの出席でした。会場に着
いた途端に賑やかな笑い声が響き、なぜかほっとした
気持ちでした。
事業報告では東北地方や全国の在宅保健師連絡会議
等の様子が分かり、本県も頑張っていることが伝わり
ました。
また、県内各地で会員の皆様が地域の保健福祉活動
を実践されていることも「パワーがすごい。さすが保
健師だ」と思いました。さらに県・市町村・国保連合
会等からの要請事業に対しても多くの支援や協力が行
われていることが分かりました。このように多くの活
躍をされている先輩や後輩に対し敬意を表したいと思
いました。そして役員や事務局の方々にも感謝です。
研修会では「保健師活動の歴史を語る会」というテ
ーマで、古川あきさん、山崎トコさん、柴田ミチさん
からお話を伺いました。保健師を目指したきっかけや
活動体験の振り返り、後輩に伝えたいこと等、３人と
も80代でしたが“生涯現役保健師!!”パワフルで時間
が不足するくらいでした。その中で「地域に出向き
『おらほの保健師』として活動してほしい」「蹞歩を積
まざれば以って千里に至るなし」「健康が大事、生き
ている人が幸せになること」等エールをもらいまし
た。詳しくは会報の26号、29号、38号の「先輩諸姉と
語る」をご覧くださいということで、コーディネータ
ーの新井山会長からは、「会報は捨てちゃいけません」
とお叱りをいただきました。
交流会・情報交換会では、テーマ①趣味、②終活、
③私の自慢、④思い出の写真となっていましたが、テ

ーマにこだわらず自由にお話をしました。７グループ
ありましたが、どのグループからも楽しそうな笑い声
が聞こえました。最後のグループ発表がないのが、ま
た気楽で良かったです。喋って笑って頷いて、こちら
も時間が足りないくらいでした。
今回の総会に参加し、先輩諸姉や同僚等にお会いし

て情報交換することで元気をもらうことができまし
た。古希を迎え少し気持ちがしぼんでいるところがあ
りましたが、自分も頑張ろうと思えました。今後も刺
激を貰うためにもできるだけ出席していきたいです。

映画「じょっぱり―看護の人　花田ミキ」赤十字特別賞受賞

「令和７年度青森県在宅保健師の会
総会並びに研修会」

瀬川　節子　会員（七戸町）

研修
報告
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物語が終わったあともその余韻は心に深く残ります。
私たちは、赤十字の基本理念を率直かつ誠実に表
現し、それを主人公・花田ミキの行動によって力強
く示したこの作品に対し、Red Cross Special 
Award（赤十字特別賞）を授与します。

※ International Festival of Red Cross and 
Health Films（国際赤十字・健康映画祭）
ブルガリアのヴァルナで開催される国際映画祭で、
赤十字の理念に基づき「人道支援」「医療」「社会的
弱者の保護」などをテーマにした映画が世界中から
集まる。1965年に始まって以降、隔年で開催されて
おり、平和や人間の尊厳を訴える作品に光を当てる
場として高く評価されている。Red Cross Special 
Award（赤十字特別賞）は、赤十字精神を最も体
現した作品に贈られる特別な賞である。

⑴　総会について
⿟事前準備が行われていてスムーズに進行されて良
かった。（12）
⿟順調に進んで良かったと思います。時間通りに進
められて良かった。（３）
⿟楽しく参加でき若い方々からエネルギーをいただ
きました。
⿟いろいろな活動をされておられると思うと同時
に、会員や役員の方々にありがとうとお礼を言い
たいです。国保連の支援の大きさも痛感いたしま
した。

⑵　研修会について
⿟３人からお話をもっと聞きたかった。（12）
⿟この続きをお願いできればと思います。パート２
をぜひ希望いたします。続きを是非企画して欲し
いです。（５）
⿟それぞれの方々のお話を、交流会のグループが一
緒の人達と振り返り、昔の保健所の業務などなど
話がはずみました。
⿟先輩の活動があって、今があることに感謝したい
と思いました。
⿟楽しかったし涙が出そうになる場面もあった。戦

争の体験談も聞けたし、昔の保健師活動「あるあ
る、なるほど」と頷ける場面もあった。

⑶　交流会・情報交換会について
⿟みなさんのお話を聞き、とても楽しい時間を過ご
すことができた。時間が足りないくらい楽しかっ
た。（８）
⿟地域の人達との交流の場はたくさんあるが、ＰＨＮ
としての同業者としての交流や、情報交換するこ
とで、心がとても落ち着き本来の自分に戻れる気
がしています。情報交換の中で今後の生活に役立
つ情報が満載でした。
⿟いろいろ興味深いお話、情報にパワーを頂きまし
た。終活、目標としている事、参考にさせていた
だきたい点がたくさんありました。
⿟皆さんの趣味が多様で楽しかったです。いつか、
芸や作品の発表もあるといいですね。

⑷　総会・研修会全体を通しての感想
⿟初めて総会に参加しました。情報交換会の雰囲気
がとても良かったです。また参加したいと思いま
す。（２）
⿟どのグループも楽しく話し合っていたようです
ね。都合の悪い時以外は参加していましたが、今
回の研修会が最も盛り上がっていたように思いま
す。参加者も多かったですね。
⿟研修会もとても素敵でした。運営も進行も良かっ
たです。
⿟なつかしい先輩たちと話ができ、またお元気で活
躍されていらっしゃる姿が、とても刺激になりま
した。

⑸　会の活動に対する意見要望等、 
その他皆様からの一言

⿟この会の活動がいつまでも続いていって欲しいと
思います。会の存続をお願いします。（２）
⿟アンケートの名前記入は要らないと思います。名
前は記入しないほうが良いのではないか。（２）
⿟役員の皆様のお力に敬意を表します。この会は継
続していただければありがたいです。国保連の皆
様のお力添えを毎回感じます。
⿟地域の保健活動へ助成、本当にありがとうござい
ます。

映画「じょっぱり―看護の人　花田ミキ」赤十字特別賞受賞

参 加 者 の 声参 加 者 の 声（アンケートから：回答数39）（アンケートから：回答数39）
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令和７年６月３日をもって、山谷紗千子副会長が退任され、新たな副会長に中居幹事
を選任するとともに、新役員として井沼登志子幹事を迎え新体制となりました。新旧２
名の役員からメッセージをいただきましたので、ご紹介します。

さようなら吉田美代さん
国保連合会・初代保健活動推進専門員の吉田美代さんが５月15日、91歳で

逝去されました。吉田さんは、五所川原市、青森市に国保保健師として勤
務。その後、県職員として保健師教育に携わり、県を退職後、平成６年度か
ら平成15年度まで保健活動推進専門員として国保連合会に勤務されました。
平成10年４月の本会の設立にも大変ご尽力いただき、会の礎を築いていた

だきました。
これからも優しい笑顔で私たちの活動を見守ってくれることと思います。

ご冥福をお祈りいたします。

山谷　紗千子　会員（五所川原市）
お世話になりました。
役員歴11年間も、あっという間に過ぎた感じがあります。新井山会長をはじめ、パ

ワー溢れる役員の皆さんからは、多くの学びと英気をいただいて、毎回楽しく役員会
に出席しておりました。今後は一会員として本会の諸事業に参加協力をして参りたい
と思っております。また、保健師という職種は素晴らしいということを現職の皆様に
伝えたいと思っております。
今までお世話いただきました皆様に深く感謝申し上げます。

井沼　登志子　幹事（五所川原市）
私は、退職後すぐ在宅保健師の会に加入し、そのご縁で市町の保健業務へのお手伝
いをしております。この度、幹事として推薦いただきました。
先日、初めて役員会に参加しましたが、事前に頂いた案件の量の多さに驚きまし
た。役員会は談笑する場面が見られながらも真剣に、そしてスムーズに進められてい
ました。さすが先輩方には多くの引き出しがあり、私の人生の糧にもしたいものだと
思いました。まだまだ力不足ですがよろしくお願いいたします。

今年度新たに新入会員を迎えました!!
入会にあたって一言いただいておりますので、ご紹介します。

小山　真貴子　会員（五所川原市）
つがる市を早期退職し、気ままに何年か過ごして今年度から入会いたしました。現在は、健診の問診や国保の訪
問事業に関わっております。
仕事を離れてみると「保健師」という職がいかに尊いものであるかをひしひしと感じ、また良き仲間に恵まれて
いたと感謝しております。
今後は、日々「認知症が進行する母」と「介護する自分」と向き合いながら、自分を見つめながら、できること
を少しずつではありますが、良き仲間と共に恩返ししていきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

新旧役員新旧役員
から一言

新入会員新入会員
より一言
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活動発表では、五戸町の保健協力員の皆さんの健康
劇や、時代に合わせたキャラクター出演によるケーブ
ルテレビを活用した受診勧奨の紹介がありました。取
組が進化してきており活動の“見える化”がなされて
いました。また、中路重之先生のＱＯＬ健診は健診当
日に行動変容の意識づけができるメリットがあり、学
校・職場での教育の普及啓発等によって社会の中で健
康意識が高まっていくものと思います。
「耳の聴こえと認知症とのつながり」の研修では、
聴力と認知機能の研究結果や、難聴が最大の認知症発
症リスク因子であるとの論文の紹介があり、快聴で人
生を楽しく過ごすためのノウハウについて、後藤真一

先生の明瞭で具体的な根拠を示されてのお話に、皆聞
き入ってしまいました。「解剖生理」から始まり「検
査」、また「加齢性難聴」では生活習慣病と環境との
関わりを知り、さらに「聴こえ8030運動」のスローガ
ン「80歳で30dbの聴力を保ちましょう！」を知るこ
とができました。「難聴をきたす他の疾患」「難聴にな
った時の対応」と順序だったお話しで大変理解しやす
かったと思います。聴こえは身近な問題なので質問も
多く出され、保健協力員として地域の方々に説明がで
きる内容であったと思います。また、医学の進歩に伴
う知識を学び、考えることは生きる力になると感じた
研修内容でした。

５月16日（金）にリンクモア平安閣市民ホール（青森市民ホール）で開催され、本会会員11名を含む490名が参
加しました。参加された熊谷崇子会員（五所川原市）からの報告です。

⑴　総　会　　来賓挨拶：宮下知事、新井山会長
⑵　研修会　　①　活動発表

座　　　長：国立大学法人弘前大学特別顧問・大学院医学研究科社会医学講座特任教授・
青森県総合健診センター理事長・青森県医師会健やか力推進センター長� 中路　重之　氏

「健診受けましたか？」～受診勧奨を頑張る私たち～
活動発表者：五戸町保健協力員会� 会　長　三浦　浩子　氏
「QOL健診を受けてみませんか」� 中路　重之　氏
②　講　　演「耳の聴こえと認知症のつながりについて」
講　　　師：国立大学法人弘前大学医学部附属病院

耳鼻咽喉科頭頸部外科講師� 後藤　真一　氏

第２回役員会（７月１日（火）開催）で決定した今年度の地域の保健・福祉活動支援事業活用団体は以下の５団
体です。

⑴　来てみん会（十和田市）	 　　　代　表：長瀬　比佐子
⑵　白石分館ほのぼの交流会（七戸町）	 　　　代　表：八嶋　昭子
⑶　金矢ふれあいいきいきサロン（六戸町）	 　　　代　表：坂本　りつ
⑷　シニア倶楽部女子会「ひまわり」（五所川原市）	 　　　代　表：井沼　登志子
⑸　自死遺族の集い「分かちあいの会」（五所川原市）	 【新】代　表：小山　真貴子

当事業は、地域で会員が独自に取り組んでいる保健・福祉活動を支援し、会員の自主的な活動の推進と地域貢献
を図ることを目的としたもので、助成期間は原則５年間となっております。ボランティア活動等、地域の活動をさ
れている方はぜひご活用ください!!
助成を希望される場合や、ご不明な点がある場合は事務局までご連絡ください。

令和７年度地域の保健・福祉活動支援事業活用団体令和７年度地域の保健・福祉活動支援事業活用団体

令和７年度青森県保健協力員会等連絡協議会研修会に参加して
熊谷　崇子　会員（五所川原市）

令和７年度　令和７年度　青森県保健協力員会等連絡協議会総会並びに研修会青森県保健協力員会等連絡協議会総会並びに研修会
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１．調 査 時 期：令和７年３月27日～４月17日
２．調査対象者：183名（令和７年３月27日現在会員）
３．回収数（率）：123件（67.2％）　※提出した会員のうち、退会者６名分は集計対象者に含めていない。集計対象者に含めていない。
４．結　　　果
⑴　地域別年代別返答状況（単位：人）

会 員 数 30 代 以 下 40　　　 代 50　　　 代 60　　　 代 70　　　 代 80 歳 以 上 計
青 南 43 1 0 3 6 9 4 23
中 南 41 0 0 1 7 9 2 19
三 八 35 0 0 0 10 14 1 25
西 北 23 0 1 1 4 10 1 17
上 北 31 0 0 3 9 10 4 26
下 北 7 0 0 0 2 2 0 4
県 外 3 0 0 0 2 1 0 3

計 183 1 1 8 40 55 12 117

⑵　日頃地域の中で心がけていること（複数回答）

16

53

45

37

53

68
0 10 20 30 40 50 60 70 80（人）

町内での声掛け等

気になる方の見守り

健診等への受診勧奨

健康まつり等イベントへの参加

町内活動等への参加

その他

・「町内での声掛け等」を日頃心がけていると回答
した会員が最も多く、68人（58.1％）であった。

・次いで「気になる方の見守り」「町内活動等への
参加」と回答した会員が53人（45.3％）であっ
た。

⑶　地域での活動状況

16

20

38

2

7

34
0 5 10 15 20 25 30 35 40（人）

Ｒ６・Ｒ７ともに活動あり

Ｒ６活動あり、Ｒ７活動なし/未定

Ｒ６活動なし、Ｒ７活動あり

Ｒ６・Ｒ７ともに活動なし

会計年度任用職員・再任用職員

未回答

・令和６年度に地域で活動をしたと回答した会員
は41人（35.0％）であった。

※活動内容についてはＰ７参照

⑷　研修会参加状況
7.6％

44.5％46.2％

1.7％

ほとんど参加している

時々参加している

参加していない

未回答

ｎ＝117

10

25

6

5

15

0 5 10 15 20 25 30
参加していない理由（複数回答） （人）

研修場所が遠い

仕事・通院・介護

テーマに興味なし

必要性がない

その他

・研修会に「ほとんど参加」「時々
参加している」と回答した会員
は53人（52.1％）であった。

・「参加していない」と回答した
会員の理由としては「仕事や通
院、介護等で参加する時間がな
い」が一番多かった。

⑸　会に期待すること（複数回答）

研修会の開催 会報等による
情 報 提 供 会員間の交流 新規会員の

勧 誘
仕事や市町村
事業への紹介 そ の 他 期 待 す る

こ と な し 未 回 答

人数（人） 66 109 69 27 21 6 0 2
割合（％） 56.4 93.2 59.0 23.1 17.9 5.1 0 1.7
・会員が会に期待することで最も多かったのは「会報等による情報提供」で９割以上であった。次いで「会員間の交流」「研
修会の開催」となっている。
⑹　県等関係機関への紹介（ｎ＝117）

紹介しても
良 い

内容によって
は考えたい

紹介しない
で ほ し い 未 回 答 ・県等関係機関から在宅保健師の会への紹介依頼に対

して「紹介しないでほしい」と回答した会員が57人
（48.7％）と最も多く、次いで「内容によっては考え
たい」と回答した会員が41人（35.0％）であった。

人数（人） 15 41 57 4
割合（％） 12.8 35.0 48.7 3.4

⑺　会からの希望する連絡内容（複数回答）

会 報 ブロック別
交 流 会 研 修 案 内 未 回 答

人数（人） 115 85 86 2
割合（％） 98.3 72.6 73.5 1.7

令和７年度青森県在宅保健師の会会員近況アンケート調査結果令和７年度青森県在宅保健師の会会員近況アンケート調査結果
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【令和６年度活動実績】集計結果
１．集計対象者：50名
※「令和６年度活動実績」を提出した者51名のうち、県外在住である１名は対象外とする。
※令和６年度に「地域で活動している」と回答した者を対象としているが、「活動していない」と回答した者でも「令和６
年度活動実績」を提出し実績の記載がある場合は集計対象者に含めている。

２．集 計 結 果
⑴　活動機関別状況（複数回答）
機 関 市 町 村 県等行政機関 行政機関以外 ボランティア

（人）

31
28 26

16

0

10

20

30

40

市町村 県等行政機関 行政機関以外 ボランティア

活動機関別状況
人数（人） 31 28 26 16
割合（%） 62.0 56.0 52.0 32.0
・「市町村」で活動している者が31人（62.0％）と最も多く、次
いで「県等行政機関」が28人（56.0％）、「行政機関以外」が26
人（52.0％）であった。

⑵　市町村での活動状況（複数回答）
内 容 母 子 保 健 成 人 保 健 高齢者関係 そ の 他 計

150回
22.7%

387回
58.5%

51回
7.7%

74回
11.2%

活動内容別実績

母子保健

成人保健

高齢者関係

その他

人数（人） 11 22 7 8 48
実績（回） 150 387 51 74 662
割合（%） 22.7 58.5 7.7 11.2 100.0
・「成人保健関係」の活動回数が387回（22人）で最も多く、次いで「母
子保健関係」が150回（11人）であった。
・「成人保健関係」の主な活動内容は、特定健診、特定保健指導、がん検
診であった。

⑶　県型保健所、県等行政機関での活動状況（複数回答）

内 容 難病関係 精神保健
関 係

介護保険
関 係

障 害 者
介護関係 そ の 他 計

34回
9.8%

18回
5.2%

212回
60.9%

25回
7.2%

59回
17.0%

活動内容別実績

難病関係

精神保健関係

介護保険関係

障害者介護関係

その他

人数（人） 7 5 16 2 7 37
実績（回） 34 18 212 25 59 348
割合（%） 9.8 5.2 60.9 7.2 17.0 100.0
・「介護保険関係」の活動回数が212回（16人）と最も多かった。
・「介護保険関係」の主な内容は、各地域の広域事務組合等の介護保険認
定審査会委員としての活動であった。

⑷　行政機関以外の保健・福祉・教育団体等での活動状況（複数回答）・・謝金ありの活動

機 関 等 国保連合会 看 護 系
大 学 等

社会福祉
協 議 会 高齢者施設 こども園 障害福祉

施 設 介護予防活動 事業所関係 そ の 他 計

人数（人） 5 4 6 2 2 1 3 8 1 32
実績（回） 15 59 62 56 3 52 45 165 5 462
・「事業所関係」での活動回数が165回（８人）と最も多かった。
・「事業所関係」の主な内容は、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業、健診事後指導の活動であった。
・看護系大学等の講義、社会福祉協議会等の理事等、活動機関・内容とも様々であった。

⑸　健康づくり関係のボランティア活動の状況（複数回答）・・謝金（旅費は含まず）なしの活動

内 容 介護予防
活 動

高 齢 者
見守り支援

障 害 者
施設等支援

各種施設
理 事 等

自殺予防
活 動 子育て支援 ウ ォ ー キ

ン グ 推 進 地域食堂 ※	セフコミ�
普及活動 計

人数（人） 11 1 3 2 3 1 1 1 1 24
実績（回） 294 6 33 7 51 2 14 5 12 424
・「介護予防活動」の活動回数が294回（11人）と最も多かった。� ※セフコミ：セーフコミュニティの略

・「介護予防活動」の主な内容は、地域の高齢者の居場所づくりやフレイル予防を目的にサロン活動等を主催または、スタッ
フとしての活動であった。
・活動内容は、障害者施設等の支援、自殺予防活動等多岐にわたっていた。
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青森県在宅保健師の会
※許可なく、転載・複製を禁じます。

＜事務局＞　青森県国民健康保険団体連合会　〒030-0801　青森市新町2丁目4-1　青森県共同ビル3階
TEL　017-718-4973　FAX　017-723-1095　E-mail jigyo@aomori.kokuhoren.jp

今年の総会時研修会では、古川あきさん、山崎トコさん、柴田ミチさんが登壇し、新井山会長がコーディ
ネーターを務め「保健師活動の歴史を語る会」を開催しました。３名の力強い、そしてスラスラと原稿も見
ずに語る姿は「職業としての保健師」よりも「保健師としての人生を歩んできた」ことを体現しているよう
でした。45分という短い時間で３名の保健師人生を語るのは到底時間が足りないだろうとは思っていました
が、皆様から「語る会～パート２～」の要望も多かったことから、次号より「語る会～その続き～」をシリ
ーズで連載いたします。お楽しみに。

編集後記

「山のカフェ」は憩いの場
上村　昭子　会員（青森市）

皆さん、お久しぶりです。退職後は実家での介護や施設でのパー
ト勤務が続きましたが、どちらもようやく終えたところです。
野菜作りを始めたきっかけは、北海道旅行で一面に咲くジャガイ
モの花を見た時です。かれこれ、20年前になります。今では年間25
種類以上の野菜を作っています。
写真はジャガイモの手入れをしている皆
さんです。皆さんの知っている顔ぶれです。

自称『上村農園』では畑の作業だけでなく、休憩時間は「山のカフェ」で情報交換を
楽しんでいます。「野菜の作り方」「収穫した野菜の調理方法」「お互いの介護体験」「受
診先の医療状況」「展示会やコンサートのお知らせ」「スマホの使い方」等と情報交換は
多岐にわたっています。いつも会っているのになんと話が多いことでしょうか。
畑の周りは「押し花アート」の花材の宝庫です。花、草、野菜の皮、木の皮等です。
写真の押し花作品「夜空に咲く花」の見物者は「なすの皮」で作ったものです。私に
とって、みんなで楽しみながらの野菜作りや押し花アートづくりは楽園なのです。
猛暑の中、農作業にご参加いただいている皆さん、ありがとうございます。

令和７年度在宅・現職保健師保健所ブロック別交流会並びに研修会開催
保健所管内毎に在宅保健師が集い、近況報告し合いながら親睦を深めるための交流会と「認知症予
防」をテーマとした現職保健師との合同研修会を行いますので、皆様お誘い合わせの上ご参加くださ
い。なお、詳細については、別途個別に通知いたします。

管 内 日 程 開 催 場 所
弘 前 令和７年９月30日（火） 弘前市民会館
三 八 地 域 令和７年10月２日（木） ＹＳアリーナ八戸
五 所 川 原 令和７年10月17日（金） 五所川原市民学習情報センター
上 十 三 令和７年10月20日（月） 市民交流プラザトワーレ（十和田市）
む つ 令和７年10月22日（水） 下北文化会館（むつ市）
東 青 地 域 令和７年10月30日（木） ねぶたの家ワラッセ（青森市）
＜時　間＞　　11：30～13：00　在宅保健師のみの交流会

13：30～15：15　現職保健師と一緒に研修会
＜内　容＞　　①講　　演「認知症予防について」　講師：各地区外部講師（作業療法士）

②発　　表「市町村での認知症対策等の取組状況（仮）」
③質疑応答

おお
知知
ら
せ
ら
せ


